
市長記者会見

～四倉地区市街地再生整備基本計画の策定～

いわき市北部地区の新たな中核都市拠点の整備について

令和６年４月23日

本 日 の 案 件



• 本市北部地域の拠点である四倉地区の市街地は、空き地や空き屋等が目立ち、賑わいや活力が低下

• 地区内の公共施設の多くは老朽化の進行に加え、津波や河川洪水の浸水想定区域内に立地

• 地区が抱える課題解決に向け、地区関係団体や行政関係部署で構成する「四倉地区まちづくり検討会」に
おける検討などを重ね、令和３年５月に「四倉地区市街地再生整備基本方針」を策定

• その後、具体の取組みの検討を進め、今般、基本計画を策定！

四倉地区市街地再生整備基本計画

計画策定の背景と目的

※ 交流・防災拠点の整備などについて、
地権者の了解を得たものではありません。

安全・安心で利便性の高い拠点機能の創出による市街地の再生
～教育・文化・福祉機能の集積と市街地におけるにぎわいづくり～

図 四倉地区市街地再生整備基本方針 R3.5策定

策定の目的
四倉地区交流・防災拠点施設や周辺
環境の整備に向けて、基本的な事項
を明らかにし、事業を推進すること

計画の概要
基本方針を実現するための、具体の
取組みを定めた計画
①四倉地区交流・防災拠点施設の整備
②安全な道路交通環境の整備
③まちなかエリアの賑わい再生
④公共施設再編後の跡地の取扱い 1



• 具体の取組みの検討にあたっては、四倉地区まちづくり検討会内にワーキンググループ「４KuLabo（よ
つくらぼ）」を設置

• テーマ毎のワーキンググループにおける検討を重ねるとともに、アンケート調査や関係者へのヒアリング
などを実施

• 多面的・多角的な検討を踏まえ、基本計画を策定！

• 計画の具現化にあたっては、地域、民間、行政が適切な役割分担と協働により、総合的に事業を推進して
いくことが大切！

計画検討の様子

庁内
調整

保護者
ｱﾝｹｰﾄ
・

ｱｲﾃﾞｱ
募集

検討会
・

ﾜｰｷﾝｸﾞ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

学校関
係者等
ﾋｱﾘﾝｸﾞ

写真 ワーキンググループにおける検討の様子
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JR四ツ倉駅工場跡地

四倉中学校

大浦小学校
どんぐり児童クラブ
すずめ児童クラブ

四倉第二幼稚園

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童クラブ
あおば児童クラブ

四倉公民館
四倉図書館

四倉老人福祉センター

四倉高校●

四倉保育園●

四倉支所●

四倉分署
●

道の駅「よつくら港」

●

：都市機能誘導区域

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な主要
な機能を集約する区域です。

集約・複合化の対象施設

四倉海水浴場

四倉漁港

取組み① 四倉地区交流・防災拠点施設の整備
• 災害リスクのある区域に立地し老朽化の進む教育・文化施設を、災害リスクの低いJR四ツ倉駅西側の工場
跡地に集約・複合化する計画

計画の趣旨／集約・複合化の対象施設

図 集約・複合化の対象施設の位置

 対象施設は、津波や河川洪水の浸水想定区域内に立地する公共施設

 対象施設を、新しい機能・適正規模で再編

 四倉地区全体の幼・小・中の子供たちが、新しい学習環境のもとで教育
を受けられる計画とします！

→ 義務教育学校（小中一貫校）を軸に今後検討

 施設間の連携、多様な世代との交流による豊かな学びの得られる地域
の拠点の形成を目指します！

四倉中学校、四倉小学校、大浦小学校、 児童クラブ、四倉第一幼稚園、四倉第二幼稚園、
四倉公民館・図書館、四倉老人福祉センター

写真 交流・防災拠点施設の整備予定地 3
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取組み① 四倉地区交流・防災拠点施設の整備
• 交流・防災拠点施設のメインテーマは、「みんなの『学び』と『ふれあい』の場づくり～つなげよう未来へ～」
とし、「学び」「ふれあい」「安全・安心」を整備のコンセプトに設定

みんなの『学び』と『ふれあい』の場づくり
～つなげよう未来へ～

陶芸教室で交流する児童と地域住民 いきいきとした学習の様子

図書館で絵本を読み聞かせする様子 災害時に避難所となる様子

施設整備の基本的な考え方①

安全・安心
【安全安心の確保】

学び
【教育文化機能の充実】

交流・防災の拠点

ふれあい
【多世代の交流】

出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について（学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議）

出典：社会教育施設の複合化・集約化（文部科学省）

【メインテーマ】

【コンセプト（基本的な機能）】

（事例写真 ）学び ふれあい 安全安心



取組み① 四倉地区交流・防災拠点施設の整備
• 学校施設の一部（特別教室）や児童クラブ
は、地域の文化振興・社会教育・健康増進
などの地域活動の場と複合化し、「コミュ
ニティ施設」とする計画

図 配置レイアウト（試し図）と立面イメージ

施設整備の基本的な考え方②

「地域における生涯学習やコ
ミュニティの拠点としての機能」

「児童生徒の多様な学習と体験
活動が可能となる機能」

複合化 多機能化×

• セキュリティに留意しながら、誰もが利用
しやすく、幅広い利活用に対応できる配置

• 歩行者と自動車の安全性に留意し、通学時
の安全性を確保する動線

• 学習・多目的な利用や、憩いの場となるエ
ントランスの配置

注：本計画で示す図面は、計画策定時点における整備イメージ。今後の事業手法の検討や施設設計段階に応じて検討を重ね、見直しが図られます。
注：交流・防災拠点施設の必要となる諸室や面積などについては、今後の設計段階において詳細な検討を行い、見直しが図られます。

交流・防災拠点施設エリア
A＝約3.93ha

民間収益施設エリア
A＝約0.63ha

道路用地（歩道拡幅分）
A＝約0.09ha

幼稚園施設

※施設内外においてセキュリティラインに留意する。

体育施設

　　コミュニティ施設

学校施設（小中学校）

中学校機能

体育機能

体育機能 幼稚園機能
特別教室機能

学校図書機能

特別教室機能
公民館・老人福祉ｾﾝﾀｰ機能

地区図書館機能、児童ｸﾗﾌﾞ機能

小学校機能

管理諸室等

学校棟 体育館・コミュニティ棟 幼稚園

体育館・コミュニティ棟

学校棟

幼稚園 民間収益施設用地

注：「民間収益施設エリア」は、民間
の土地所有者が土地利活用を
図るエリアです。交流・防災拠
点施設エリアと協調し、かつ地
域住民の生活利便性の向上に
つながる土地利用を誘導して
いきます。

(約8，400㎡)

(約1,800㎡ ・ 約3,900㎡)

(約700㎡)

JR四ツ倉駅

N
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200ｍ

JR四ツ倉駅
交流・防災拠点

四倉高校●

四倉保育園●

四倉支所●

四倉分署
●

道の駅「よつくら港」

●

四倉海水浴場

四倉漁港

取組み② 安全な道路交通環境の整備
• 交流・防災拠点施設の整備予定地（工場跡地）への〝アクセス性・安全性向上″！

 JR四ツ倉駅西側の市道梅ケ丘１号線 ：歩道整備のほか実現可能な整備手法を検討し、安全対策を進めます

 通学路となる路線 ：通学路を事前に設定し、危険な箇所の点検と安全対策を進めます

 交流・防災拠点施設の駐車場 ：送迎も想定し、車寄せ（送迎用スペース）を設けるなどの工夫の検討を進めます

図 市道梅ケ丘１号線 位置図 写真・図 交通安全対策のイメージ（路側帯（歩行スペース）の明確化）

整備前 整備後（イメージ）
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写真 海風マルシェの様子
（出典：四倉諏訪神社Instagram)

写真 リノベーションの事例
（那須塩原市黒磯）

道の駅よつくら港

交流・防災拠点

駅西側の交流・防災拠点

海側の賑わい拠点

ヨツクラ
-Reborn-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

この場所では、幼児から大人
まで、多様な人々が集い、地
域住民が楽しく活動し、大人
と子供がふれあい、新しいつ
ながりが生まれています。

四倉
海水浴場

（未来のありたい姿）

JR四ツ倉駅

商店街周辺
まちなかエリア

この場所では、様々な海のイ
ベントが行われ、海水浴客や
観光客による賑わいが溢れて
います。海釣りや海岸キャン
プなど、沢山の体験が出来る
ようにもなります。

（未来のありたい姿）

 若い世代を中心に、住んでチャレンジができるまちなか

 駅と海をつなぐ、歩いて楽しい、体験ができるまちなか

 多くの世代が訪れやすく、居心地のよい場所があるまちなか

図 まちなかエリアの「ありたい姿」

取組み③ まちなかエリアの賑わい再生
• 賑わいづくりのアイデアをもとに、まちなかエリアの「ありたい姿」を検討

• まちのWell-being（ウェルビーイング）の実現に向けた地域・民間のチャ
レンジを積極的に応援！



200ｍ

JR四ツ倉駅

四倉中学校

大浦小学校
どんぐり児童クラブ
すずめ児童クラブ

四倉第二幼稚園

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童クラブ
あおば児童クラブ

四倉公民館
四倉図書館

四倉老人福祉センター

四倉高校●

四倉保育園●

四倉支所●

四倉分署
●

道の駅「よつくら港」

●

四倉海水浴場

四倉漁港

交流・防災拠点

跡地利活用検討の対象敷地

• 集約・複合化の対象となる公共施設は、将来、その役割を終え、そこには土地と建物が残ります

取組み④ 公共施設再編後の跡地の取扱い

図 対象施設の位置

• 跡地利用については、将来世代に負担
を残さないことが大前提

• 交流・防災拠点施設整備の実施段階に
おいて、施設の老朽化や土地の形状、利
用条件、周辺環境などを踏まえ、具体的
に検討を進め決定

＜財政健全化の視点＞

 今後、より一層厳しい財政状況となることが
予想される中では、民間事業者等へ施設跡
地の売却や貸付などにより、公共施設更新
に向けた財源の充実を図ります

＜民間活用の視点＞

 施設の状況等から、例外的に利活用を検討
すべき施設については、民間事業者のノウハ
ウや地域の特性などの視点を踏まえながら
検討していきます

（今後の検討の視点）
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事業のロードマップ
• 四倉地区交流・防災拠点施設は、計画策定から概ね６～８年後の供用開始を目指し、施設整備に関する取
組みを進めます

• 拠点施設の整備進捗と整合をとりながら、安全な道路交通環境の整備に関する取組みを進めます

計画策定期
事業実施期

（基本計画策定から、概ね６～８年間）

交流・防災拠点
施設の整備

計画策定期
事業実施期

（基本計画策定から、概ね10年間）

安全な道路交通
環境の整備

基本計画の
策定

事業手法の
検討

事業者の
公募・選定

設計・工事

権利者協議・土地取得

用途地域変更

供用

基本計画の
策定

予備設計
補償調査
実施設計等

用地取得
建物等補償

工事
(歩道整備,ｶﾗｰ舗装等)

安全点検

（市道梅ケ丘１号線の整備）

（通学路の安全対策）

工事
（安全対策工事）

※拠点施設供用後も随時、
点検対策工事を実施

R6.4
▼

R6.4
▼



市長記者会見

いわき湯本温泉の入湯税等の扱いについて

その他の報告

10



１．背 景

〇県内各地の温泉においては、老朽化する温泉
施設等への財源を確保するため、温泉関係者か
らの申出により入湯税や入浴料の引き上げを
検討する動きが続いている。

例： 会津若松市（東山、芦ノ牧温泉）[本年３月報道]、
福島市（飯坂温泉）[本年４月報道]

〇本市においても、市温泉給湯事業の経営状況
は非常に深刻であり、事業継続には今後５０年
間、温泉関係の施設、設備更新のために約４４．
３億円（試算）が必要になることが見込まれる。

〇また、当面、10年間では、一般会計からの繰
り入れ等の公費負担を行わない場合、約14.2億
円が不足することが見込まれる状況にある。
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２．今後の方向性

〇震災前、年間約６０万人だった「いわき湯本温泉」への来訪者は、現在、約２０万人に
落ち込んでいる。このため、地元有志の方々が中心となって、東北一の温泉地になるこ
とを目指し動き出している。また、市では、令和４年10月に策定した常磐地区市街地
再生整備基本計画に基づき湯本駅周辺の再生整備の具現化を進め、いわき湯本温泉
の発展に向けた環境整備を図る。

〇こうした中、本市でも湯本地区の方々との議論をすすめ、本年３月「温泉事業等経営
戦略」を策定。今後の対応策として、例えば、入湯税を１５０円から３００円にするなど、
値上げ等も含めた意見交換を実施。しかし、現時点での負担の増加は客足がマイナス
になるなど、経営悪化が懸念される声が多数を占めた。

〇このため、今年度から８年度までの３年間は「経営体力回復・重点期間」とし負担の増
加は行わない。その間に、各旅館には集中的な経営改革を進めていただくとともに、
行政は誘客等の支援を実施。経営改善の状況を踏まえ３年後（令和８年度末）に、入湯
税等の在り方について再検討する。
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